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3．裏曲的先行的、研究

　の　 ス、工場星に関騰る齢17先2「藺寸研究

　　／♪．科彰技術専断昆劇苗技寒冒研％前

　　　の男オ〉エンジンの研究．

　　　イ才ソエンジ’ンはイ管焼成本をイオン叙し肇気

　　的に超高速に刀口速し・蜘さ辻て’その辰力によリ推鋤

　　を得るもので、4ヒ学ロケツFドに比くて単車は・’・さいカ＼

　　比推力（七節凋め単位》趨当Dに得られ弓推力）は／∂

　　1音以鎚焼い・しナこび：7てこ取鱒重藤磁蛎

　早耳制御に使繭るど獅動一難銚ある磁

　　へ・バロードの増加が得られる．’航廃穿宙枝無筆炎曾て1

　　嗣蘇枝術としてあけンエウジンの有剛圭を評し

　　て面。45鏑リンk鎌推進剤とした電5年無材

　　ンエンジン師硫左離した・研魔は基礎岬詞わ

　　痢弧麟験ヵ・欄佑レェじy∫として総飼にき

　　とめ男能匂・ヒを図るぢ向に進めてきた・

　　　昂初蝶放電陰極と嚇q脚聯淵⊂フづラメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へし　　を用’いた直経（イオ㌻ご一ムの直径）読乙〃πのエンン

　　ン起試作し三々め特ノ｝生を調べケ律期のノ1生能亀得た。

　　　　　　　　　　　　θ22）

　そめ後：工：ンジ〉システムを電子オ支琳三三・合・：研）三三’とi共

同で研究閣出することとなり・一心座穿宙キ支林霧尻所は

エンンン・本体乞担当寸ることとねった。

　獅口’々7，年より、承主訴…．：寿／命とも！（優：れてい：る実用

的ねオ・ローカソー一1ドを電子源、としたエンジ・ジをき高作．し

錠イ働鯛を乗め柱能鰍を敬・材ンエン⊃．

ンは、電ヨ技1術総合茄尻タ年で担当している八・ワーコン

デ竃イショナ（覆刀制御暑）撤豊合せシス，テムとして・

師和5『6；．年，壌二丁主）ずし三雲定め技5回忌魅離島星三型三丁，8．一

皿に搭浸して卑宙塗上試鹸走行ケ詠出とね♪（いう・．

：現在フ。レエ：ンジ・ニアリン7モニテ臣（ρ左ル7）を禦イ悔し、

・長’乱闘試鹸を・含む名」薩試ミ鹸を進めといろ。また、オ・ロー

カソード，気イヒ暴、絶縁愚堵；塔主辱部品についても・珊

麩進め柱能、信頼柱伺上をばかン（い渉陥和まδ

璃からな辱・蕾璃発旧業園）（よリエン鋤こアらングモ

デ1レ（三々）硝発拷物身1丈るウ・・航室鴇枝術研究

所隠こ．れに全、面鮒に協：カレ・イフr＞性心．ンン搭載の後

進を梁る予定である・

　イオ♪エニ三・・払の主貰ノ1生能：は次めと才プら（；・ある、

ζ3スタ）
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潮力　1ク．2プ重　　一種カニ約2．230秒，

　　　　　　　　　　　み大き一さごイ；才ンヒ・一ム旦志ま。グπ

　　　　クト径｛約／264！乙、　・全）長ぎワ3〃6〃ノ乙．

重墨ノ台3博（転進剤永銀字、6り三三

i里1蓼電ガ：く絢70w

ヒ・・ニム、電圧1／侭「¢

わオンご・一∠へ瑳1流：ミ約3∂47し夙．

写真2－2－29． イニオンエン彦ンの写真・撞入

　導，真ユー2～ミ．9　　　．づオンコニ⊃）ン’ン本諏

②　三：軸登勢制御の厨：言

入工衛星楼勢副御には、移llしてスヒ・海旧式

と三軸刷御方試’とが・ある・→寒造年無枝術フ研究ノ前で隠肩締

ぐう2ヌ／〉

μ卑回り衛星の響勢制御についζ珂洗を閣始し・

先ず看亥もよく用いら才（ているスじ。ン守定．方式から：着回

した二．　ヌ＝・ヒ＝・。ンΣ≧子一定方式し’な弩・〒／躰体を．回車、さ一くとろこ二と、こ

より・ゴマめネ泉に姿勢ぎお定さ辻るオ式で・暴も簡単プ」

労法であ・る力黙外乱があうとコマめ謙に一種のみそす

り蓮．動（ニュ＿ラ＿ショこン）を起：こすことが0問題とな

る・そこ一で・ま一ずへ　＝一ノ）ニニ・一ラニー三一ゴンー乞滅亀蒙＝さ唄ヒる

グン〈・について解前舶守三三を4〒しい　ダ㌔ンノ寸“翼：：有のノいう

メータめ畏適ノヒを与え・次いで夕・’ンノ＼・の三星本体へり

取イ寸け位置、ぐ取付け方乍τ功最遮北老行い・ニュー一子一

内》ア電ンパに卵る悶題点婦渓した・この三三

対称、ロータ0郡ヒ非鷲ラ称、デズハ・ン部から厳る二重ヌ：ヒ勺ン

縮i（洲え匿静旺気募衛星（摺6はこめオ式）k拡瓶．

しに．

軌鴛ン靴三顧ジエ㌔ン堕ろ醐．・す
筋ちス℃・三民の弓勢の褒更についても珊庚を循〉

た・さらに・塑スジ手ットによ』 骭F動的プ」ニュー了・一

〉ヨ瑚御斌についても搬し1衝勘罐動量、な
　　
榎（・ニユrテーンヨンを急逸忙澱衰こせる方シ彦を阻

ピヲ2蛭）

護



らか1て証し一尺二．

　珊和48昇からは、よ12葛蒲穣ね大型入工衝星三

二気とした三軸制4卸〕て照する万回忌こ一と編噸台しに・ますゼロ

モーメ》知レ方式をとザロブ†（が・、こグ）労式は蟻智

3橿のア一一司レ（慣椎車）豊平掬論詰軌セ愉

モー又ン外）の血くて正あろいは並回彰さr巴勧

無いレクで融んど紐に三軸まわ旅騰を翻

する方’式’である・一：軸まわりに制御できれ1ざこ煎き旱

繭制御に拡振｝する二拍な弘報的塔易ぐあるのて一・三

軸妾を利用し一軸まわりに有細こ回転て怠る㌃プ1レ

を護1・プ、アナσダ制御実験を行い．亜に高精度ラ紡ジ

ク岬脚雲聯行フ忽面面教矛抽離麟馴
御’1て二成注刀し一く：し、る・

　次蝋で、尺イァスモー×》タム労式の溺究に二三

斌こ曲語遽回転さセた比聯勺大型の荊一1レ翻

い％の回議加継に詞騰弗1脚ト輝を麺

氏ぐある、この祇緬劾ため球面座一轍副’

三軸勅リに舳に瞬終るテー7。レ撮イ乍弓

勢牲ザ勧1レ三三，塊ジ・エ・帰三三レ

rヲニ〉〆）

瞬’あるUは太陽三二記し・きめら躾た姿勢に保特一す

る旋めンステム的）研究をノ〒）ている・ペイァス：）ア式ぐ

匿ス○ン呼的てあ・けるスい〉部《を囚蔵レているこ

とに三三当”するめぐ・、やはり＝＝ユーラ・一三ン：ヨンカ＼巳‘大．さ怠

悶題と捻ろ。’ ｻこで輸たに、従勅諭イー｝レとジンN

｝し支キ回してこユーラーシ∋〉きi急i痙に素建さ辻る労式・

にフいて蛾左イうい、　すぐ・れた潅三二｛…をもっこと「き＝明ら

かにした．

　刺一レ朔也に三子な雰素応姿勢セ》ツて吻ろ．

その一フであうスキヤ》型地抹でンサぎ試深し1一汁期

の牲従を得俗＝の域三三もとに．玉毘在穿宙廟発峯業

困と某同ぐ搭藪用スキャン型地球一センサを廟発中各、

昭和夕5轟渡打上げ羊定の・技術試験衛星π型ε丁β一

瓢《搭載して、二身二二ぐの実鹸を行う計露あろ。

　：木イー）レノ）一褒形として、　レードジヤイロと遂め便、

用法・即ち一1ミ疲度のジ！マイロロータのシンパン軸匙

強制・的に回転すろことにより、みそ寸リ鋤のド｝レク

趣生ぐ也こク）いし銘衡星の婆雛窃榊づるコ〉

、トローし・モーメ＞1＼・リャガロ（（M6・）オ試があ

乙9つ♪）
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圏圏圏躍，

　る・ンけ却畝き富制御いけと早し飛容ヵ鴫られ

　う特徴力・・あう・ご構についても最も三山叫の醐

　作して二二『芝イテフて＼、る。

◎人工衛星の髄に三つる研究

　　三三辱宙技厳三二荊で・陪入工三星の踵勤噂酬

　御の理論によ）て適切ね軌遊の窪定，三孝鮒ナ蜘齢

正三三的とじて運動ヒ二三制御の理論盲勺万形二三，て

　いる・蓬動てついて鳳運動方程弐’カ・ら気血歌酬

　解を出づ一搬’礪動法と・数値積イかによう特殊働動勤

　’両方について万二三『乞4うっていろ。

　　一三融三法に．ついてrよ罪葦和4‘耳より陶始さ双1

地諫動かランヲ．ヤ1レを高次まで潅話しκ場合秘

　に月’，激陽の引力、太陽輻期圧1士・瞬ミ大回によう榔瓦

、微’」ケ椎弓ね：と“〆）効果を．〉クτ考く｝くとり入牢（た士易合q（：ついて

蜥．究を進めている．

　　特殊囁三法による研究臨照和42葺塵詞師さ、

聡照和妙耳養から1謁へて卿ト乱超乳んと羅

　怠釈態ζ・と’ノ入斗⊂、宇宙航行にも厭用『ぐきる蝋用7。ロ

　グ多ムの作成に刀・かり函寄完成した、

r3λ鼻♪

　　二道制御1（関寸る締曳はE葺1和μ3毎彦より帰指一さ斗《
粍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

静止衛星疎リフトぎあ興露坐ね遼凄増血こ詞

修正す苔狸論卜、ドラッキ〉グや萄恵めセLサによる観幽

測直から動：道、沓勢麟面的に沃地座る方．法、ねと・が・

甜究さ身で静止衛星の覇動量と制御語の肉二刀噸御亀

　さ身帳・

　　また・材ンェ↓斗〉算の微ケ握力におノ長爵働

軌鞍換さら1誼地点討論を脱坐しと醒醗行

ぎ看う場合にフいて回廊究がイ斜つ煎て・・る．

＠リモート之》斗ンプに）知ゆ研究

　　人工衝星からの地表面の観則によ・，従来の誌面て燭

得ら釈毎かった広鍾囲めデータがノ寅復して得られる．

米国におつる地回鋭測衝星ラエドサ外ヤヌ刎ラフ・

による哀弓始味、重富ば陣海女利用枝術の一つとして、

　このリモーNセニンンング技術力詠主目「さ以ている＿叙ヵ＼・

圃にあ・い（・レ・資源め禰効利用，虚無・全こに菊ゆう社．

会的雰淫．に応えう1一ため。リモートてンジ上グ県評の推

立バ急がれていろ。

　械鱈三三変所（・は・脇叫9耳こ・ろ討肉連

・ピ況2ター）
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　　　』　　　　　」邑　・」｝　．泊
　　　　」　　　　　　　　　　1

　すδ厨発詰論減し・眠和5一／二年度には前記にηモート

㌧セ：ン；ン》グ＝汝術珊究連｛絡会議を譲け、舗塔…機によ多リ

　モ7ド℃〉シ》グ返含め廓究の効率的推進之図フてい

　る、

　　リモードセ》iソングめ中贈枝術課題はセンサで識．

　：0＼’蜀のように匡ヨ土の禾1｝’用が層細’分イヒさ．斗ノ（ている士易’合｝憲

高い・外解能が丸洗さ以る・セン寸として｝オ従未三訂

　鵬「走査う晶系にまるこしのよりも、窮改・トな半導イ本山・％豪3

　（α（こD）を多・数ぐ勲ズに並べ．電気的に走．忌寸るマ1レ

　手ス〈・クkラ』’レ又キヤナ・（図S，S♪　の云がつ二二と考え

昭和夕・葺塵よりこめ方式のセンサの厨庚に着手薩

　出口よ2豊北か＼ら応岸宙膚湯華莫園と扶同扇干尻で1・2〆

　6掴の（ごDを並べたセ．ン加＝フいでの研庚劇回し

　ている。

　　また図εSに」リ得ら派た三三データの三三正ア

ー躯二恩翠理が撚フ＼、て芝．厨麩進めひるド

㊤測地衛星に康ける厨究

　　陥和ナ7年彦に四丁上巾序定恕柔ているし．一粥

型洲地衛里（鋪）にっ1、て湧液寝申三枝術麟解

　　　　　　　　　　　　く3冴〃〉

陥和5’2年、葭よリ卑翻ギ醜華業財と共同研現にまり、

　フィご’ピリティ・スタデ・イ・｝〈二輿蓼房衝星構造の闘い生や

強震め枝術データ並ひに：気球展扁ン三ユレーショレに

　よる展嗣、時め詰データ乞得るた劫の廟庚琶進めている。

④｝宇宙〉得ジ冒切万π％

　航屋洋：宙較術研賓所では譲立直後からジェッkエン

ンンの轟賢に園つる励臨画行フてきたか・＼その経験と

泳某芝二面・まえ一、肥和39昇二・ろカ・ら穿宙）島尻のラ騰鷺グ）

　向謡扇Lヒりよ二～ず’た、

　油女ロケットの液峰酸素e三三永豪木・ンフ・の動凄で

博極低温の）齢骨が向陵とはる・こ取らグ，か》フ・Z欝面

心蜘できず、作動〉勧：韓身で・璃滑し胡抄（ぱナδら

い・）鹿体薦ミ曲論…・一／830Cて茄蔑〃デぐア’潅砕

煉幽幽ド2∫3叱ζ茜度“．〃3ψしかない・（

オ＼の粘度博／こρ．2〃℃・め屋気の茄農は一〃／30戸）

こめ禰（種低温で凋滑柱の題い爽でめ潤婿方弐’として

園材㍉濁）骨を：老え：、乍！己ヲ園滑／注のあそ凱ホ・り1功フ・ソイ仁工与一

　レニ（PTEΣ）製4）保持遷を捜序しプぞ軸受1（ついて

三三芝猛め一辮錦に侠し得るし碗離したに

♂35シ）
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　め動創守大型ペエ衛星打仁ロケソトの爽体酸素激

　体木素オ：。｝7吻廟議に液用さ敢て＼、る。

　　申宙室旧の壱真室中で娚一画（？（｝て鳳H恥如

　耳・カ・ら万病疾を．1朝救台したが＼　蒸気方三の点力＼ら）由がソ蔓用て1

　き硲い0＞で固体シ由）骨湯ヒリニげ・、金・金氏について材

　ンフ・し一ラィンク・，による×ソキ法にまりころが・脚酵

　として実用にイ芙し得ること＝と明らカ＼に一した．・さらにご

痢ヒ刊プデン膜、鉛蜘（っ、、てもメソキ法と共碑

榛油球について琉爽を逓め1眞調’搭成果を得（い：る。

2），垂P’正；ζ〉旨・回忌》庚研面こナ・π：

　　電血忌前で行われた萄星に自塵した実感繍究には

く肩ε肋ATβ／号衛星を謡言し燈六宮管制実蜘｝『

窟1究、通信衝星中継器の闇発研究，競測衛星鱒機織

　の放言研究．レー炉にまる字勢沃定．のための研％・蘇

道の丸面ねと・一が・ある、太平洋島に…静にしているATβ

　／署衛星は、4／6α母2帯の中継届を持ち、出品究

前iさ脳和4／．年の同衡星．めギγよ．）ず時・より曳鹸に梗回し

て，きているゲ照和43年に新k’⊂更威した直隠2ダ

倣のアンテナ芝使用して．鷹和44，4∫葺にはカブ

ピ蛾～）

づv凝血実鹸周疲数将士元平熱実鹸勧わた．

障2－2弓・・電繍麟鹿島支辣％厩ア冴ナ

そしてそ構て帰発万蕨左続けてきたコード・分害個表

数撒多元海篠置く∬舶）腰威しゼ群5／

号に劃陥和4舛に実鹸左行♪ている，この薬置に

耀ま働闘笙左測鮒蕪能をゆ・し、こ噛劉
弓造沃定のための運一用にも使田一さ＊（た．一ミらに刀百和1

W

0耳ヒ1感、二塵裟置池まり臼米蔵め標準蔚正，秒の三三f

差め測定彦鍛：も行われた。ハ丁β／夢ノ感、地球画イ敷

スヒ・》の掃引によリ撮磁置乏搭回して窃：リ旧諭婿

θお）

・雌

匡
：
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　　　幽　　　　　　　　P　　　　旺　　F　　門　　　F

　　　　　π　　　　　　〒

46左Pl三そめ受錫実鹸も行わx7と、こめ労式は働来

固め獅止．気象衛星’β’桿β、日．広め静止：気論評星雨β

に面忘さ派いる・ATβ／顧て対亨るユマ〉ド齢

　　鎮2－2づ／ハ丁8一／による拠ヨ求画稼（〃ゲ／昇2綱

も・含む三星の麿剃蓮用疾駿は、略和49・ま∂昇1ゴ頴『

釈、三三，決：，足制御†よと・の蓮絹や四強夫定左始めどする

ソフト》エアの研庚が石われプ⊂・

　測爾星の西宮解漁発溢泌に細てゆ4㈱自

用されろであろう三リ歯髄鮪星のための三リ馬

継冷め闇発繍雲紙行？てきてい．る一雨鱈耳に！ポ

3・釧』帯八・ラ×列ック増幅恩’鷹卿5㍗吻

ピ瑠タ！）

は、δ0研け・滞の3二重類め中蓄回忌・三部の工》シニア

リン処モア眠β／吻の裂イ答三脚ヵ〉瑛二二和

4！7．年つ・らはそめ識当果をrしとに改良一さ斗てた三ノ▽のi二三

ぎマ三友）（いる、　こ♪夜らの嗣髄孕≦：万言貌成果ビま1葺己三三5／孟手

から年忌乱発牽；業団に引き継がれ、三三f∫4年打よ二ゆ

多寄の実譲胴三三通三三；（βαβ♪で実現されよう

としひる・また、…リ浪痂鍛の研究が13≠釧三

二三二観測羨謝叱遂用いて行われ、ミリ三三畜衝星

の回禄の決定や三線ノ＼・ラメータめ選択のためめ三二な

糞絹を提沃している。紹和52知で打卸ナられた技術

訓酸衡星■型二丁β一計に搭…鞍されている三り三

物発振思礎汲受イ謎行い・齢三物勤辮耽プ賛

収っ、ある．

将来の翻心星（たとえ慮ββ〉ワーズR卵

シ片スりに備えて、よリー励観刻の精蔑桐上、と府

勧充実を屋佐し、各謹の三二雛三厩発す毎わ獄

鰯蠣観購置（紗ア堀ド1・サランプ）で・1回忌

のし一一ダ匹技鉢三一乞導♪＼したン符号イ（：パ。ルスカ「式’サシンタしの

醗萱暉和48耳～‘2茸にイ㍗たの釦詫卸電衷

（函）層

寵1；
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㌧㌧皆’

　稚者劇一叢置、フ・ラズマ測良恩、イゴン竣量測定勘

　旧師職齪・が看われ奄、多．

　　さらに将；表・　高精ノ斐の衝星姿｛勢常14卸の辱求ヵ寸高まる

　こと齢〉広し・レーザによる享勢決定ジステムの珊究

　が有われてい：る・これは地虹よリレープ臨き送修し衛

　達で出店して姿勢と検全する高慮で・昭和4ヲ砂・ら

　検・討択なで収、虚宿‘2匁 基礎i実鹸四魔始．した、

　　衛星⑦車樋こ肉する，研究にあ、いて1ま・地球観測符ど

　に蛾⊥た一道の蓬択，静止軌道以メト4）通雨衛星1軌道の

　検討浸ぴ章樋沃定法についてのし；研交力V’行われている・

5）　通商彦業老工業：技術院

　⑦ロケッ礼搭載用・分光三装置の論究一

　　　通低彦業指工業汝術防機械論術：：研究所では・耳召和

　　4∠3．年席力＼ら、ダノ．年護・までロケット搭動：用・分光漿置

　　にフいて珊曳を行い・碕精農〃う赤．・％蘇置浸ぴ超油点

　　サーガとしての太陽庶民を備～した。二覗捷

　　実瞭の気…晦・叶ッ随手報とした翻・1象鹸1強用

　　し・太絹煉外光高分解今光観測を行フてきたが・約

　　ρ、形隔・分光み解能と，最高士／秒勘太陽艶尾精廉

r跳ζ）

　を，実：i現1して1し、る。

②　占断観測用精塞追尾表術の牌捲∫研究

　搬虚心獅研究所でば・太陽や星を鱒eする白径ヲ・、

朗の気抹搭載朔大命径望蓬鏡を偲定し．そのボイ

ンテイ〉プ芝高精度で実現するために最縫・鋳青髭

ウ噂ニクノ1秒角心内となる制御枝術辰び微遷の廟義嘉

徳蝸和よ2昇、血汐・ら実施してt、る．

③ペエ衛星軌齢転用ス～パ・一・ンユ三ッド・カメ

　うめ試7アに熱する富戸究

　ペエ衛星を劇地学的目的に利用するには、…入座に

おける衝星離齪＊譲に決定すう＝とが羊飼であ

る・そめために鳳動きの速い庸い羅4で物体之正覆

に撮影できるカメラとレて！ノ滋角で蝋ろく、しかも

嘘勃弛いレンズ系が裏山ひ（る。こ収には、非

軸を使馴したスーハ∴つエミッレカメラ汐囁

適であう。

　工業技術院大取爆薬技術試駿所9は・従まからの

光1激雷の蓄積朗二に、このようア」ヨ跡面光営系の

馳づ朝つちレン鋤談計や溺摩漫1庭に師る

ごげ？）
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　　　　　　　「

焔寄を聯ロ4∠μ譲から照和4ぶ年7隻音で行い・数値網

疑義幽幽面レンズ研厚機左乱発した・同試駿朔でゆこの

細心に縦き、ホログラフィをた証した非抹面諭摩ンステ三

ついて琉究を進めていう・

＠電長直進ンステムに肉する研究

　　人＝〔衛星の高配細し及ひ張秀劔ヒ1（／旧い・ノト形三孝・

〉ア、ソ1、によう嘉禾ワフ心置、箏勢制御方式ζ・’守ナ分で毒くア5

フ（きた。朔幹椎進剤あ重量蜘紋守むてば椎進剤罐ズ

エ荊レキしに．δって高蜜」⊂畷窮させ乙これめ低翔三三

ることができ＝る．寸ねわち、比論刀《単位椎塾剤流量に対

レて得られる椎加｝隔心・ケッしの／・一／〃〃借に雌ゴ

る読ア・ち、泉寿命のぺ土衛台臨コ懲霞気推葦シスチバ

イ三才・1ていると澹えら，れる。

工諜報補薩3枝術総合獅卿終は、霞気推進ジズテム

めうち瀞止並塩恥版練励伺位置点り御ある三

面制御狛的とし℃麟昭年蔑汐・殖倒〃三

鷹蜘吻フマン型）材ンエ〉斗の源究押おし・

た、

で3卵〉

また、元和46年度か朗な、，〈工衝屋の姿勢醐御用にテ’

フロし燃料♪＼。ルス型フQ一ラズマエンジンの研究に着旧レた。、

硝ぽい一す、黙も1傾言周に研究三三ノ塩遡三三レてし、ゐ。

ゲ　電＝子衝了ξ二型イ才ンエンジ’ン

　　ま寸＼　アル：丁ン＆ひ・三二艮を帷三三とレてエンジン本

体の言三三とノκ圭倉と謬こ、験とムぐ、　薩≧∈三女φ灯総合・研亥乞三三玉自て…繰

返え戯（花。その後、三三山回捜術百汗三三ヒ芸向レて研

兆閣発を・進め：うことと：なり、システム官勺に重勇一な四割を

担うノ＼ザフーコ：レディうヨナー（電力制御器つのう碧こカを

　　

圧ぐ心ととなった。

　この入・ワーヨしデづショナ判嵐峯体部分の絶縁破壊

に対処できる～書彦遭源開閉論理回驚、エンジンの魯動運，

動た助デケンサー∵各部の電沁電圧・遍匿箸め

テレヌータなどを一内蔵し．たサフ”システムであb・頂召和％

犠撫ゆ予二三術二二釦聾丁8伽緻して鵜’

軸試験を行う誹副諏って硲つ、現耗70レエ）ゾニヤ

　ンラ主デル（P∬〃：〉惹でめ製イ乍と試験を実施レてし堕．

’物後、多｝き続さ二二閑発峯豪団でフラ外モ誘ル（ア

々壕での閣発如〒：り妖る．

‘3£タブ

　拶
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言栖～こ蝋ば均田ろ材ンエンソン戯硝始

で・／俗当たり・堆力〃・2ヂ重・重量3κデ乙あろ。こ

眠を作動させみためのパワー：コンディシヨ：ナーに襲／40

×2ク以♪3〃〃飢の溶きさめむの2台、重量岐帆船侮

イン9一フェース～ま／台でgox／6－ox3∂oフ・乙駅で・ム4

佃・シズテ∠・蜂磁大〉麟電離〃卿であを三三

！費量、重量、プくき：さ箸の点でにt、い一ず’数も諸外属の診の

1（性能上、劣らない。

　この♂（〉侃直径イ．不〉エンジンの推力博く約以／（’μよ

脅重：とニノ）・で｝〈、　’し，ケ＼瞳2真2空中でしノ気イ乍三動：さ七八ら敷なし、。

そのため真空中で使用司能な気体軸受を閣発し汐一ソ

テーフ・ル型の推力漫良装置客製凹した。こ候に支ノり堆力

を実測したヒころ満，足つ軸べ’さ結，果を得てし、ろ。

　なお、こ沢と関～皇レて、電洛葎諺撃：聾しイ：不ンエ〉ジ’ンシ

ステムの与工・ソクナウト」装置の開発ゼイ．才〉エンゾン戴

勝ミスタン剛ド・の閣発、イオフエ5ジ・ン豊用お法の研疹iら、パ

ワーコンデイ鼻ナーの熱套空試験などゑか文事さ会・C

成果を収めていね6

ロ　ノξルス型プラスマエンジ》1

　ノ＼・ルス型フ・ラフ（・・マエ》ジ・ン楼、テフロンを椎三三

　　　　　　　　　　　　　伊タrリ

　　　　　　　　　　　　　ヨ

レ　ハ・ルス的放電でテフロン表面を分解、プ・ラスごマ～巳咳：

歌的に馬射を行うものであろ。推進斉三ついては、種

々め高分尋に関して試験を行ったか、炭四辻すに分解気

擁してゆ、き、：動作か・毎是していみものと．しては、テフロ

ンか最む優れてい尺。放電部にテフロシをズフσリングで

押し卜して佳くだけめ梅毒，のため、推進剤の貯蔵、イ編一、

購細酬1ﾄ韓屯で、指頼陵痛い。
　電気工ネ）レギ～1：ま約2／47；のコ〉デンサーに／グ〃〃～

3〃〃ヶ程度の電訓で爵えられ、玉りか一放電によって

鰍／～♂酬立の割合で主放電を起さ，琶ろ。／回の配電

髄幼秒であり、数訪Aの電流痴献て弧磁励発

注レ　フ。ラZ・マ次洋甲し訟さ｝Cる。これに≧直するカ＼型畠ノ1生

能コンテ’ンサーは新しく聞発レた、男児無数百万・回の蟹売

噴射め実績をこしつ。、

昭和4ク年度には、豪京衷蓉の乙一4偲＿3ロケット

璽賢母寒蘭試験を実施した加』
鴻mアット杯冥鋤．

触芯・フデ沁め取得1まできなカ、一た。

昭和く計・5’与農打上げ’予定の技術’試鹸衛星1丁型（Eτ0丁のkは

鴇空回作動試腕実施⑫ため搭載．さ距（る言悩で、：回

廊2左回妻でに鼠工｝ジニヤリングモデノレの製作と

　　　　　　　　　　　　傍レ）

・ここ再し㌧

四
聴
講
噛
赫

　
　
　
壌
鴬
隔
熟
辞
憶
い
㌦
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
＝
曙
鏑
翫
撫
漁



試験を行フた・4台を塔載し、組にして咳射実験き徽

　え∫すことになっていみ。　この二合ぱ、フラ・イ＼モデノ瞬

　で電≡｝夜気1了誇薙合研’究所力・・闇発｝を身rナう。

　　計画ゆのもめは・本体次／台二尊り2／”x／／”×／”

　甑獣で／・9《牙・電源演／⇔一当たリ2〃∂×／ぴ。×／クρ爪り・

　で／9勺野であ三島4台のせ三三（に対し制御愚は

　／台で、≧〃以2躍x／〃｝貯・・約39’κ弁であ瓦平均

椎加ぷ毎秒2・颯噴射の場含75一・γ三重ア罐三脚

　Wであろ．5’此間の連．統噴射実馬食2回と、衛星のスピン

　鞘に偶力をゑ～三二まう・な5・蹄藩苑瞳射実験を8回以上

　才テうごと1こな一・ていゐ。

　　なお振子型注准力三三装置も閣・莞：さ訳た．

⑤　スペーヌハワワーに関す㍗研究

　　穿宙闇：発の監展に伴い、名く種メ、工衛星のエネ）レギー源

（スへρ一スノぞワー）耐％繍添星湿て雑働む

　のと考えら哲ていろ。

　　電篭枝術総合二二所ではこ虎しlz端処づみため、老種の

エネ、レギー源と変換方氏とについてシズテA諭的研蜘

行うとヒ叡こ、（昭和48壌から松力薇か大きくノ輝

軽量で蔦効率の熱電尋発電．の研究を開燃観た。

　　　　　　　　　　　　　r・玩～）

詣外国におrすみ三石調査では、）ひ塔・量で三期ミッション

の場合は：薄ら三三電池によっていみカ“、大回量（／〃三三

擦以上）となる’と禾解決である・例；詞宗ア永9ロ計画の硬う

魔期ミ・ンションでf芯燃料電池も可能だ撫、長期ミツショ

〉にば適当でなし、，三三ネ〉ンギτを利用した辱雷用工ネル

：ギ源研究閣発々行騨ていうか・問題か三三応

綜の深与宿探査のように、木陽からのi到：還エネ2レキ’一か・

薄しゆ易合、木陽電ラ也三三トの新しいエネノレギー涼を｛研究關発

‘する必曇次あう．

　この尺め工蒙才支殊了院電・ξト枝・術総・合石苛ヒ究「所では、現在、サ

踏肱ッ与型平坂電極三三の発電ユニッい之より基礎的

な研究を行う一三、一実用搬を楚芝淀した圃三三篇三極型横叢

の発電＝工＝＝ニッ　’ト～＝こ．」ミニ老；〉突、馬；金を繰返レマ　し、フき）o　　こ＝メノ髪仁§：／　ユ＝＝こ・

麻当たり設計勉気．宏力ぱ〃。πであ’1、直並列に組合せ

礎源か楢残でさる・理諭的な検詩〃吻ぱ変換効率か35％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ三三推赴久勧、今のところ2碗2％嬬ら．魂’ζて～、る・

較鞍虫力密度として威エミッタ温農／7〃必さあ7三

二レ馬なお、こ撫漣して遊房纏裟置レト

凋フρなとこの熱λ云・重，系の暑汗拓毛袈施レて・いる、

〆寧）

富　　顯

　　　　　1壌i

　　　　　㌶1

　　　　　黒



　⑤宇窃電ξ部卸の信頼感に闇ゆろ研兆’

　　イ．、三惑デノぐイスの高信鵜生に関づう研究

　　　　電5枝栴総合研究涌で繊各縫・電5部品の心添鱗

　　枝衛や％イ巳ノ3ターン、寿・命加速振数などのン研究ま、，躍和

　　42葺度から実施してし・ろ．薪に問題の多いコネク効

　　皮うな捲触・部昂、樹脂封止デバ石ζ、虚病なと1を姑豹ζ

　　坊批心乱を追東レ、そ取調に敵し・た短期欠陥選民渤

　　研鬼を蓮めていろ。

　　・ロ、穿：宙電5部品の赦：射弓馬県に関づ・，る研究

　　　　与二出面5部品のうち、23’陽電池の与一敵方繍線による一

　　損傷ば、／、工衝星の寿命をジミめろ重蓼な巨且与4）一つであ

　　ウ。竜5必備：総合研究所でばク7～3〃ε〆の陽子纏及

　　び重陽出線に丈ゐウリコ〉太陽賄地の出力劣化にっしπ

　　研究を行い、照射粒子篠山ネル㌣へ臨写線難、締

　　波長等癒すする依剤髭面ら〃、1ぐし尺．とくに低温蘇

　　て“1ま損イ1多の乱しし、カ訓諭見象．を．見2ミしノて。～闘えにじ一／”06

　　でぼ室温の／／倍臨き届勇激認めら欺。こ鋼

　　兆1応和42耳譲に轍⇔し、断滅／鞍で終了した・

（ユ♪　￥コケ、ソ下に関サる回護楚曽㌻先4予約厨究

　／）　科営技術方航空与：・留波術研禿：所．

　　　　　　　　　　　　　げヌ？

の旨ケワト総合柱熊に嵐する万程免．

④論義翻・型ロケットの試作研究

　　搬室卑宙装術；画才耕て・は・均三和39昇凄ロケソド転

回蜘亙りロケッ住一士を’なじめ・室気力齢短期

醸・計刻忌め関厘卑周赤野で・の研究刀・箔発化レ渇こ

れらの鋸盤を子翻獄験：によ1，確認するこヒを三三的ヒし

て面諭用ノ｝・型ロケットを試搾し・．昭和4〃葺かち4ま辱

にかけて一連め雍朔風酸を4≒つた．

　ろ・／▽苅五一：7型ロ’ケッド

　　胴体・認杢クご・窄めノ1・：型鞍ロ・ケワドで、尾翼辰ぴ・

解：酬やるフ昨無刀般への留響、ロ砺圃

雛麺侮定微係数の〉則定・胴体フラ「・・蒐書の万蕨由ピ

　k油滴試作さ脚確翔音盤狩・た・

　口・ハ／ハ∠一．ノ6型亡L2アット．

　　　こめン，一ズ1な筆屋穿窃技術厨顯・はケ・・トエ

　営珊曳用達報固体ロケットで、直経／6動吻こめ観囲で・，

　各み野の研溌域累一を．とり入れロケッi、の到達高圧を雁

躍的に砂上きせることをめご・して繍究試作された．4

醐め勧力咋られ昂麹牝1な到豊蔽ヂ3κ廉

蓬し三舞目的雄域した、

　　　　　　　　　　　　ζ溶）
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ノ＼・／＞A乙一／6・　3／0型ロケ・ソト

　　フースタ・サステナヵ直径がそ・｝弓取〃〃三三，

ノ房…の二倭式ロケヅトて1、次の崩を2♂・・3裡・ケ

ッドのブースタ柱能碓認ロケ、ソト／縮鹸横め確認隆

三二ル生め瀕ll定等を．目二二とし（試イ笹さ身・〔た・

こ二、へ／A乙一25『、3ソ型口・ケッ｝＼

　　ブースタ、サヌテーナの直：径か1夫？夕／6）％4そノ島刷

め2後式固体ロケットで、ロケッ．ト焼勢制三三三

咲のため訊咋さ才咋∴

　ヤスデテ三一タ嫌跣終5働舳確考テ中に過殊

永素ガスジまンレ叢記を作動させ、Uケットに所良㌍

＿｝レ運動一回与えるざうに計画さ取た。飛翔三三の詰即

高這く一致し、こめ蘇牌舗発三冠試醐

我如ケットの制御我術の基礎とコはった・　　　’

オ＼、〈／A乙一対Z）型．ロケッド

　　蝋レド／鰯を／〃鰍以仁できろ三島く才T

しげ乃こヒを三三とした直経3如〃囲碑殺却餅ロケ

外を嘔二三幽～財ヅ｝、モータ三部とタ三

三就働痴る推麟婦峡＝雛力型回る三

三三三：の結累は手梱ど回りのこ後椎刀が得られた・

　　　　　　　　　　　ピタ％）

塾ら佃胸隔袖下推醤獅後lr特醗
鱗田によリ、台屋卑宙表術研究戸田ウ、・協が寸る形で・打ち

仁ゆられた。また．一う．穿宙即発椎凹凹、穿干魚発・

三業函めロケリドムβ㍗4’一8，一Cβ一β一ご．丁ぐ尺’

⑤丁ヤ・、．ペェ衝生一キ丁よ詔ずF肩Q，白’ケヅ｝＼ボあういは1日Nロ

ケツドについて・二三卑宙技三三置戸㌍憲計勘》スヲ

ムスフア’〆の段箔ヵ・ら各種試験につ、、こ累慧三三竃肩

フナ：こ。

蜘妙茸8恥こ嫡’醗霧国吻計画がθ・ケソド

から導入圧搾左回棒ヒした平押コケ・・ト咳更鰍た

め1思い艇鋳謝嫡臓鯛蜘痴づ獅的嚇麦へ
とカお主ぐこヒと毎フた。

へ
＠・口今ッ）・・エンジン’て族ヒすつう二三

＠凌体口う一ットエンジンの厨尻

　　三州穿窃啄術珊聚：所で・！な畢和40葺塵に角胃支荊

　が発足し、｝コケット．エ：ンンン肉原の万形む三二安所を

　腕・ヒして麹ら悩℃とと恥た・爽勘ケッ．．ト

　エレ》、ンの主雰蒙で癖夕一ホザ》プ～こ7いで燵

　痂和49耳ごろ詞朋変が隣1岬さ淑　（民夕一ポネ．ン

l
l
l
l
i
i
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l

l：1：lll



重

動鋼弩弓びう司レの実熟卿隣の肉題汐物を箸繊

称二三逸i薬に．肉了る向顯が1重雰であるので・先ず〉細轍

素碍ターホ“ホ◎）〈7・に，つuて三二：す：多＝ととし・　・インデユ

イの吸込特・勘キャヒ’子一》ヨン特椎版1怪談講

元セ明’ら’・ク・にし・車回多や三レ｝レについても平筆に述べた

様に実用に惜し得るもめを嗣附し・椎カノ外〉融跡。ン

フ。を試イ回し・哀ぐ三寸さ結果を，得た・

二三kついての鋤課悪は・燃焼辮の伺L髭険

†誹守定燃焼め柳制、大初熟計荷に耐える珍剤生瀬

がある．嫉．室穿増刷術葡究所でrま先ず疲イ2卜酸素とケロシ

ン乞ついてガ旧く素についてめノ定常野焼周題から爾

レ極低温推髭郵（ついての裏酸技術を雁立す孔ゆ

に、嫉燃駐能や熱負荷特駐と蹟射器や燃焼室舗元ヒめ肉

旅糊・め霧ヒナ♂と・・につ・ての研究が齢ω醐鰍果

ヵ噛られている珍剤（づいη谷下轍痢営麟

的ね砺とや・・輝臨罵状めケロニンのイ去熱下熱石プ」排

きら）謙伽k素｝（晶罪囚熱イ媛轍ヘヒ進み再些珍

却管め譲言γに輿蓼ね基鹿チータの寡積が行力れていみ

歌励締的ツトに謝諦卿、大郵工蕨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　打助・用ロケソトの湘才酸紮漉膝・陳ロケットエンン、

　　　　　　　　　　　　伊タ捌）

ン縣についての砺羨ヘヒ発展し幌凋な進辰を見ている。

ロケットエン》ンが壁際に算用される高室で爾辮空

思懸するため・耳石和47度に悲田支所に・教が鼠とレ

て1旭鋤勺t癌室柱脚試鹸警備ヵ・見凄しこれによ痔

宙馬跳奉葬平めNロケソレ2段用工》ジンム五一3め高

室弱勢・試駿がbH彊ネロ48年忌り実施き．れ・同＝エンン・ンの中

型に貴重ね嫡母をした・

⑳　固体hケッkエンジンの研究、

　敏ヵ凋めロケッドば暴初画体ロケットを主体ζす

る計画であったため搬溢…穿宙：界隈帯解河「で1な・固体bケ

ッNの高柱犠ヨヒ1六型イヒを目差寸研魔が4『われた。また

前橋のように軍配究用ン〕・型ロケ、坑ト4）試凋…と報詳羽試鹸力・壁行

似たが＼固棒ロケットエ》ジン唖馬弓植楊これら・ト

駈ケツドの試作と柱隼向．ヒにつプ」がって籾・込らに

鞠廟発推進繭、卑蕾廟発…岬町の回体ごケ外へそ

噺幌蔵累が汚用さ敦た．研彦繭貢自のむ」もの1な・粧爬

へめ寸法効寡、ノズ｝レ肇への熱云鑑アブ・レー〉ヨンノ

スコレ菰圧環境下での性能・中周〉夜振動燃焼推進藻零

れ目内へ以炎伝僑比推ブ7馴定の裸潮臆とである、・

推か中断再着火、推カレペルの変更奪従朱困難とさ
　　　　　　　　　　　　θ2タ）

辱
ド
…
こ
炉



れていた柱徐…芝もつ回・砕ロヶワトエ」ンジン〃）λ所寝も石わ

れた・推刀制御の基本量勘肉係‘ﾉついての解新と購

，圧餌隊と推運三組融ひフ・・レン寸法との肉殊三山

圧によるソ然焼中断牲ヒ組域の肉イ三三の三三．凹を経て・鵬

カセ三三を2＞嫌捧ヒする推刀中断再着火型固体・ケ・ソト

儲が確三三・王躯こ極蝦綱1轍藪撫推［
進凝関とすうこヒを三三に、さらに研究を幽ている・

　六型凋体ロリーソト浸ぴ三型固捧ロケットにっUては・

推進養楽の強弓問羅蔓が・重蓼（である・そのため超音液下平

法kさる椎進藻三巴鹸出・鰺面応力簾・鰍・
蓼素法反び光弾一粧法による・准進i馨め愈三無耕：革の聯厨

曳が后繍た．回れらの研麦成果と沌回して鑛、繍

で脚離回して磁三助勤挙蜘総餉㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コレ　　バも行われた．三三は複合材としての妬三陸椎進二舞の灘

温程について解新と実験研究ヵ・1行われていろ・・

　固体』ケットにスヒ・ン（鴎）實与え乙軌鋤骨

起・1、さくするか劫よく用いら稲’スピ・ン接影と

歯O弓場で燃焼することになり・懸統速褒や聴力あ増大

等の特舞脇を起す諸らの現象却月らク七レスビ

躍賢副㌍ケ外傲纈継4騙ためス亡rン麟
　　　　　　　　　　　　（47〃。）

について二め角常甘「と三三が㌧行われた・これらのデータ・－乞も

ヒに、推進操の基礎、アータからスじ。》のあ『三三合のロケ

ッ志エンジンの彦ガ〈琢ね推1カ）・回向曲㌧線を計箪オる

フ。ロ7bラムめ醐発も看わ才（ている・　　　　　　　　　　・

③固体ロケリトの椎が方伺制御の三三

　卑宙廟発椎弓本部による入工三星打．二げロケット博最

初固・体ロケ1ソト：乞主力とするGロケワトーが宕†画＝された・

この硬ロケワドの計画でr象大の技術課燵妻の「つぬ婆勢制

御で＼こ4）何骸ぎ解決するため倣屋穿宙技術1研尻煎で国

超音速ノ・ス・1レ内に二次流体三三回し（推力方伺制御を石

う方法（∫／↑y⇔について望蔦芝帝さノズレ内へ

め譲の蹟射条件潮回榊ゆ種類と制御ガヒの肉孫左明

らがにしナ（。また、二〉欠噴芽才め動特ノ｝生につい一（も屑系列

信号を用いる諭しい方法にきり求’められる：二とを赤した。

・こ淑らの械累之踏意え、’丁乙尺ロケソト（二重咳射1てよ

弓勢三三技術を三五ブるた鋤試験用・1・型旨ケッド）

め二次：嘆射羨置め隔発には・穿後蒲発・三三」本部1て傘画的

格協ヵ左行フた弓打星打よ二げロケッドがQ言十画から誕体

ヒ］ノァーツ　ド1・こさる新N三士直動1（二亥疑さ＝才（プこ≠こ＝ダ）＝次抄勃言・の　編

ζ4∂／）

、斌



　癸は｝ヤ止さ）Kたが・・そ〃）成果な東東・大首の肖ロケソドめ

　二〉定顧場才め〕三三K：生かさ1）揉ているみ

④ロケツドの風胴訊験・橘造試硬．・

　　航・杢穿宙枝術断曳所て・はロケ外1て肉する種三三

　刀誉的弓顯についてめ；墓礎的珂＝究牽行らとヒもに・その

・二項する置音速風胴・超音速風胴によリ，東豪大学穿

　宙三三ヰ鱗万、｝羊缶隔発｛事：業団の言や匪L、した禧々のρケ

　外について馴同試験を巽施し、回気か蓼的デー三下、

　渓してきた・

　　薮．Pヶッ効三豊三顧についても試駿翻．肋ケ

ヅ越はいめ、薪樽、年宙嗣三部峰宙醗

三業厨め計画したロケッ1一につい（辮鞍試鹸振旧

記プラワ三三繧施レ隔発に輿尋なアー三絃

　して・きた。

（タ¢～）

第3節　打よ：げ、追跡1管制施談の整蒲

／、東京大学塵．蛭島宇宙室周回三三’

　　鹿弓馬字二三間観刻力丁は’、豪京大学宇宙械三三宛1所

　の附属二三として、昭和一3ク年2耳2日K：起工式蓄あ

げ♂混和38芽ノぞ百9日に閣前した初である　N：

　仮1吏用による観測ロケ・ソトの打まげは。1昭和、3ク年8

．恥ら始ま一ってい三三未ビこセから打ちよげる憂彼

　ロプ，トの忌数は．大小合ぜて2玄〃蔵に笈んでいる。

　　二二所は二二鯖ぴ隅携の東南岸内わ甫町の太平

　洋に面した立霞にある。その中三園おける地理的菰置．

　1’ま、東経：／3／。　∂々ノ　4ζ5ク、北緯く3／。／3ノ∂oクていある

帆一方地蔽気考穀ばノ贈．π覧諸ダ囮の訂上

げ施設に較べてかなり低いこど姻蔚徴である。

　　三山が「の授割1ま、各痩の観測ロケ・フト並び1で試験用．

　ロケ、フトめ打上しボ、　　層ロナ・．トrZよる衛星の打よげ：

　及びそオてらめ逼跡超デ＿ク取得彰了う）zある。敷弛の

総礁ばク／畝で茄加辮か弥刀ゾ立つ畑他

　の起伏の大きい地勢なので、幾つかの山7弓削って台

　地ぎ造威い必要看施設瀬配置し、その間記童路でつな

　　　　　　　　　　　（鄭鱒）
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ぐと：いう方法1を才菜っている。
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～
一

煽
週
．

　てコヶり玉込打ち上げる台地はえか町ある。一’かま々

ロケっト夜び層∠、ロケ・・トの訂よとデ台地で，こ躍地

ケワト発寸寸1整備」壱ごムてコケ・，トランチ輿、ロケ・・ト三

五．望、　δ》0りワ乙）蚕⊆で司颪篁茎牙苔＼打上、げ～窩制フ“口・ソク．・＼ウス

等駅あり、　またこ頒に騰…授プる台癒に、衛’星整瀟糠、

スーと・ン試躾心乱置いている．℃う，方は二型及び鯉

の馬丁上げξ素志で・ある。Nコケー、．トは糎藁室：で移勧式のラ

ンチぞにi言出し、克汀定め地点1で引き出して打一ぢ上げる、

こ》1では女。富め風、旬風速踏駅立って9 ｢る。

　κ型8型の打上げ菅刹靴ドムロナ・・ドノ噸ケ・ソ

トの飛行安会管制は：、コンいコールセンタで行われる1

それ1（隣点ずる区域1魯テレメータξ）地とい阪二三デ

＿タ取得痢の／8りゆパラボラ忌中秀東ロケゥトのテ・

レメー忍受～調の雷雨惚とと脈ぎイ堀詰

イさ慈～楯がある．　またこれどは別ぼ、同じく図星のヂ／

タ取齎用ピして、／伽φパう承ラ室中塚撤回罫・

ている．ロケー梅テレヌークは諾〃／戸κ楓，

88／甜方式P卿．ゆ点式元応に応じて側

今けられる．衛星の易合は殆ピ・Pと〃方式であるが・

〈ダク∠）

一部戸禅一お：式ま1吏うこども1寿）る。

　溝了星めテレメータ劉書三二でばピクイック）いソクの’

ためのテ㌧タ．巡理表示装董ヵぐ～寸げられている。こ駅は’

ミニコン茜三三ピする：ものである姻、別にデ’一クま駒冒

湯の厨宛増喝尺回送し、そこにある大型電手計・算機で忽

回して旧記叢送り返してもらうことも1必要になるので’、

そのをめのデ’一三四丁線か’用，葱されている。・まち．・我ヵ・ぐ

圃の衡i垂め追回及。ガ軌道三三ぱ．1宇宙三二1事生面がr一

元的腱こ！れぎ～テうこど｝で看って＼、るかご．ノ▽ペゴケ・・トに

よる三星打ニヒげ’の蕩’合には．齪：測二一は事業団め追．三局

Yどもに追跡孝岡叢三歳プる。そのため、観測所ど筑波

1宇宙センダVの問にも、，データ回線かご蕃～け’られている。

・プ弾め飛信路槌猫るのはレタやある1

鏡逗三二ぱ3台の臨跡レーダがあるかご，最も董正看の

は、翅φの照うボラ空中豫をもつよφ〃z帯め緒刻

し一ダ’であって、観測所の中1竃からを三三1ぐ筑粛に隔っ

た⇔う也に護置されている。これにぽデータ翅理のため

の工手計算機が付属しており、Uケワトめ癒任位置の

，霧走ととめKl．瞬騎・癌下点予測（j！ρ）’笈ぴ電波司

ぐ女δ二〉）
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令誘導の計算三崎両翅理で行っている．濫このレ

ー舛・三三綜瞭の即融易力論うため1
種：子馬キ’宙センダτ？設置されているものど、γ司一＿の電

波形式淀．なっている．奴方めレダ吉建累して勤記

せるだめ、観測所と：種手島の河ま、圃三二団の用意した

マイクロく重落回楳で猪ばれている．

　精測レダ淀三三る諭也Rば．ロ二三醐めン

ユ．ミ、ソトカメラY＼口径60ご・双の天イ本望童釜廷かぐ覆か

れている。前着は．星玄山景に太陽光去及射して究っ

ている衛星の写其撮昊勿掃テうめので、こ脈によって衡

星軟蓬め橘饗決遅を行っている。後着1ま、x線星蕃め

特異な天体π・）いて、光孝的弓観測ま行なう必のであ

って、ロケっ下や科学葎了星γこよる観漁／にオ井せて．ぞ玖

らの蔚性ぎ言羊細超突口る綬害りを票たしている。

三編観測所三三の職員は2／右色打上げめ潔

その実鹸班の培取惹ワ、その他のR寺贈は施設頴禰

の維圏綺．管理に者たっている。日常ゐ執稀のための蕩

酋は、管理棟である．また．観測所’にぱ年三数：δメ、の

参観着が訪焔。そう硫入物参老淀供し穿齢

ぐ〆。、象）

穿・研宛への理解志，渠める一環として、宇：宙科学資料館

が設けら租てあ・リ．ロケ・。トや衛星の辻組琢で1蚤去の

実’窺等について、ゑ示品行っている。

　齪島縮露盤瞬ば規測ロケ・。曾科学彪

書影’ち上げ＼かっそれら茜逼疎しデータを諏得ずるう

えで・泌要な施設＼設構は、＿応露霜された状’態高金っ

ている。　し《トし、・今・俊のため】（落忌されつつある事」寅

か＼幾つかある．

　ぞ4）：牙／　ば．　rコケ・2ト　あ打よげにお・いてその守全・を

三三し、適盗創二叉の塵振γi導くデータ如狸計算シス

テムの拡充である。既に、三三の精測レーダ’付薦電手

計算綴駅・算出する各種の飛縮クi言路π肉する凶報や、テ

レズータ装蜜からのて1ケワト各部の挙動に関する・七言

を採り込み、安全判定上1必要な飛’・翔〉とど》尾をご尺τデ’イ

スプレ，若上で総合的に藍田できるシズテム斌、，応

実記供しうる蜘南至っ魚・る．そ層鮪肋＿属の

拡禿を図ると翌め1（：．追誌．誘薯、民会、飛媚管制な

ど・訂上げ’に肉嫁する諾部分凶蛤要とずる情報葱統挿

的尼処理し、かっそれをそ，民そ一れが動累葡に孝IJ用でさ

ご三身）
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三三鷲計算織姻システムの醗斌進め回れて職1

　また、禾斗’掌馨で星は・ン欠第に多様イヒし、　これに審キって観

測デ㌧クゐ伝砥遽度はますます高速イヒし、三道も数十

万κ筑あるいはそれ以．上4）高度さ…要ボする趨勢畏あるゴ

』こうけ…状玩／で対花できるまつ．デ㌧夕取回及び甑

能力め発 　拡大ノN図られつつある。

ぐタ／ク）

2三三衡岳纏センター
　糠子三等回せフター｝ま・三三島原三毛君予三権手町に位・

回し・ロケヅト及が人工衛蓬め四丁碁ワへ＼人工衛星淋らめ

4ヒ如・琢得、v・ケ・ッ1一エンジ｝・の嗣発の托めゐ地云三

三玖三野を喫施する三三zして、＝：れらに三三な旧識鹸

4嶺　・をし　整イ孝寿・　しノ　　「（　　し＼　る　。

　す胴フち、閻センター直紅84・万刀勘敷地『ゲ碕

射回廊三三揚の三三あり、射揚ナめ約刀剛ピ方

ヒ趨由麟確三三．多の三脚菰方出野太レータースラー

蓼ジ芝．ら三三し約三一・蘭に袖ヶ釘一ダ・

入テン三！ヨンめ各施毅力ぐあみ．また口づット芝光誉二欝ヒニ

直蹴る燐観測漁とρ三瓶該㌧ ﾏ名前薩櫛してい

る　こ卸らめ施鍬観傭の概辱ぱ）只）うとおウであ．る、
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種子島宇宙センター施設配置図
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憾：一こ一δ』之　絃掲字宙セン〉し施設配置図

（化／2）

〔

～薄身射場

徹尉：射湯／約ク9方づフこ2）には．丁ご群侶ロケット、

し∫一C型ロケット、丁丁一2γ・パ型Uケ・ソト、7アー

ぐρだ型一ロケ・ソト反び匂丁一ノ3∫ア亜ロケットを才」ち上

1プろ在あヒ＝ノ乗馨か海設隷イ硝・窟整4掃誉れ、琢三和一44卸三

部幅め、｝．型ロケ・ソトの打上け・乏実施しで芝た．

太射揚には、

④上記〕、型ロケットめ発射に煙いる発射含（ラン子

　ヤー）

8　それぞれめロづツトの発射右・薯ぴ窒刷子行ろ整、射

管制棟
　　　　　、

じ土熱ゆ喫、験め坤ノ軽となり，各、作業め櫃；揮．絞括鷺三運

　に用いる三身寸管制卑・、絞合・藍ネ夏卓、冒寄勿1表示畢表置：

⑳打上ゆ黛事理ヒ行うための藩上駈撫し一，夕叛備等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睾

黒藻領し老詣今諺艶艶、

④射賜に橡入芝れちロヶ・ソトめ組立．調整ご点検ぎ

匂う愈愈室

¢助外緯陣して方位鼠4二下函匹田甦矧

払助ットめ和了経鳳耽葺出する崩めレバン
　　　　　　’

ドレー三一装置乞故量したレータ・室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くク！⇔）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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⑨ロプツト∂・発射角辱め該）定に反辱な気象挾三三

　遠、風筒薯）ぎ劃定，、前馬する気象観御調嘱望教置

　レた気象観刻隷、

㊧喬藪ガメラ寿によソロケットめ飛行菰喫ψ翻

　と記鋒芝ぐそう光．挙挙昆刻仔「・

　　辱の、各（施隷三等か整備でれ一ごいる．

iD　：大碕掬扇ゴ笏

　　禰射場（約ク砂湯φの鼠薮三三唯吻輝

三体ロケット糊揚で、　一髪丸瓦星打上旧記

取ζ七って魎融纏計うと。ろで至轡
：射・場に絃、Nロ〉アツト芝才三方．ピゆ・るため｝二三辱な麟寸

　隷踊及び該：鞍甫・ロケットめ三教偽辱弥肇1燭をメkてい

　る．

　　⑫筋て怯誓｝獅坐9聴より糠膨
　・ソト1号一械震び2号載の才丁上．い炉．セうに・、三和・如

昇賜ぬ釦倒7ソド！暑教、解和幽穽2印二同場

　・拷　諺加甲州2葺ヒ『同3号鞍の打上．ウ・？法実施：され・

靱雛で月に㌃綱薙援の1こ擁1癒駿購星「効果脚

季射場に董鮪蘇ち主な癒沸き繕｝は．

　④　～ロヶツ・トφ組立、点演、勃整衡ぴ嶺巌に三三

　　　　　　　　　　　　　（徽）　　　　　　　　．　　　1

　飼ロケット組立発射毅櫛・

⑱訟厳酬・のットのを鍍・鄭寅・舗望愛奮糊す1こ甫

　いる顔嫉三三ウーツト溌、射讃痛

C夢：最昂リケ・ソト、N副アツト三色射営制’に・汰写な1

　⊃輸憧制設備及が点弓勢寒1こ弊・卑な請譲四聖さ識二葉

　した≧秘∫下・耐・爆憐盛め癸姦寸脅回り糠．

＠bケットの溌関前と酬時の叡諜φ指揮綬稻に

　用いる指、今二割毅・篠、し一夕・㌧テレメータ辱から体

鼓肺テ㌧タ脚理し二三する飛騨悔豚革傭・

’地翠と海ギ詫・姜含牝冗乞表菰する壇と与合蘇備・循

　．今・藍謙；数橘疇・芝毅置．した等々麿制嫁．

④．熱易に搬聴門人漸星腰検調整に蒔肥

伽エツクア》隊竃下下麟1胱とめ間蝿

蛎エツク越四坐集・鰍冷雨鯖飛騨た，

　衛蓬静三二、

（子ほ一トの面ぴ阻て霧激戦4・轍纏

　’〉こ行うuケ・ソト組立標．

三巴痴ト三段咽榊蹴・胸ドモ汐13

識の露帥外や蝋練工鴫野嫌査
三音ラ雌惚検沓辱牌罪な蓼置乞収鞘した圏体ロケ

（タ／6＞
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　・ソト款駿轍．

㊨〈／ロプ・汗うレ3毅・わ動♪＼ランスカ刎定論整い距享

　なスし9ン執総総イ掬き誠醸したスヒρン瀦離離：．

e　そめ他液燃湧亥忙倒貯蔵庫、）x蒙庫、莫訓蒙鐸．多

　象・瑳電ラ紐教、；永源給永霧象、菊ヌ（獣楠　鋼湯慰蜜蝋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　憾め寒葵支薇隷摘
　　　　　　　　　、
　野泳蟄蕎蒙れている。

　　　　　　　　サ　　　　　　　　　の　　うの　　　　ぼ　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　じ　　ドリの　ゆ
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ふ　　ド　　　　　　　　　　　　　　コ　　リ　　　　コ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ムリ　　リ　　　りし

欝灘態継継難鞠嚢i難1難難i

（ダ／〆）

の野太レータ’ステーション

　　本ステーションば、糊寸後カロケ・ソト乞レヌ・・7掃

　．匠、追尾し〉乏の位置テ㌧一夕芝ぞ旨々彦口気1二伝旧いて奈

行面諭の伍襖ヒ供すろほカ・、びア・ソトの誘導コマンド

信号砂孟信およひ泌奪な湯・冷・．り骸今蜜三二力・ら¢蓬．’隔

　操任によリ質ケ・ソトの蘂貿・量減ヌ、｝瓦破懐め三三七号め

　送．僖乞行うOと一目：鮒としZいる，

　こめため、

＠助ツト進尾用のヰ晦離レー一構煽冒ケツみ誘

　　導剛ノ）協導レー々譲置、誘専毒γ翠微　好一炉露コマン

　　ト凶混劉辮辱を取紡し托し．一ダ豫震ひコマンU煉．

　⑱　そ∂）他縫、輩塘激審・の安二外教備力ぐ整楠を歴ている．

iの織田塑，廊鷺制二一

　愈鷺制貿τ・す、人二緯了墨の莫さ灸点民力殺鱗ノ人ら始y）る

　・矢配衛鐸逸必蘭擬ソ♪7魚心、でk、ラ・詩一ウ人工噺星の

　庭面計刻、ラレメ…タラ・一夕〃）：取得角ぽ犬」＼凶、工衛昆ゐ畝

　ゴi拶〉・復力皇図ア・一夕苫嬢ヲ皮宇宙セ》夕…に凶きする

　二と落セ1宮亨ヒしているρ

　こ。）ちめ，

④衛星テレメ＿タ受イ三四財レンジアンドしン｝…／

　　　　　　　　　　（9／フ）
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　…ト三三毅備．衛星．コマンド・渕誌象鞠辱回収縛した

　　
　穿ノ観別練．亜信懐、衛星コマント・棟

（塾　・をめ樋受彪殺繭穿め支；援蓬気櫛

　プ1ドi整備をれマいる。

〉）守回廊レニ炉ステーラヨン

　　趣泥払ン三三レダステ三三鰍ヅ
　クア・ソフ・ヒして、ロケ・淋芝血尾するとと矧二・！三三

妨ンレンヲ局の庭回矧雄狡底物1つる二技．

　迄1的と　しUて　いる。

　　。の勧、野ブkレー嫁と｝ま別・玩べンド豊尾比

　夕・として精側レーダ三三乞豊備しマいみ．

（タ／ぶ）

3、宇宙閥発事蒙団筑波宇宙センター箸：

　　筑波争菌センターは。筑波研完学園都市淀あり、入

　工衛星の迄跳官制．入工衛妥及びロケ・珪の開発試験

　などめ栄窃苫実施する拠薫ビして、これ著：陀必要毒施

　設譲イ粛零屋i備・している．

　　司ゼンダ＿は、釘討万がの敷地搾追跡管制施譲

　回して中実迄源毯三三、計蒋センター等歯整備し、同

　蓼三三の三三沖糧及び三田の各回嶺妹省制三一ト笠原

　浸ぴマ，シやル（まちは・クリヌ：マス）のダウンレンジ’

　追跡酢並びに内の痛の東京大学展児馬尋宙室前回測所

　と一納赫つトワー殖碗してメ．工衛劾軌遣

　授〉＼後の追跡彦制を行うための肉嫌施設・左整構してい層

　る。ど煎蓄：の施幾設儲の澱要は次fのYむりである．．

ノ）筑波宇宙センター申宍迄跡禰制アπ

　　本追跡齢算筆栽駅国国工衛星の馬蹄醤制め’

ウ脚鷹師して誘断管制前寄か遜．蝋超

牽データ拡ン列ンで細し汰継子計聡で

　衛髪の軟這庚足》予辛及桓の計算、テレメ，ダデ’一、タ

の三三耀弓勢の解勾得溜わ四もに三跡一

　　　　　　　　　　ぐタフタ♪

舳



！と

も

営希町へめ膿な怨讐幽瀦ま行うこ無想と

している。

　このため中央嘗制譲庸．面信表橘、標準爵卑怯

胤テ㌧タ再生評価設備雛豊幌省制旅π汰襲

子計算救システム（r／1（〕0ノヴ之36フ＿　ク♂）刻蒼

報処理計算凍醗遷しているぼカ＼．非常用電源言購

著の共通支援計算力ぐ整庸されてし、る。

ノ／♪：勝濡追麻奮制アπ

　　本遊跡奮制所は、ベェ三星豊沼網の一環どして、

　ノ《エ三星の発する電波苫受回し、そのデータ孝叛波

　宇宙センターの中央追跡営制筑終伝送し、《工薙裡の

位置軌幽計算紹議齪供褐認ま醐》し
　た1這端局、あ＿つである．・　　　　　　　　　　　　1

　　このため、衡星の竃）皮歯受イ貸して魯度Y’ドップラ

箇）麟越測定するベエ衛星書跡装置．筑波ぎ宙之ソ

　ダーYのデ㌧夕の監要落歯行うデ，タ伝送装置授び．

実用衛星の高縮凄喧痴で梗甫サるレンジアンドレン

ジレー蓉・〔昏夢び距融イヒ率）迄跡言蜥物鰍

傭オN整禰されている。

　　　　　　　　　　r双。）

〃）沖縄燈跡省制前

　　三跡鍛繍ぽ騰瀟迄三審噸ど三三入工衛

　星の（豊下弓二三Yして設置された殖跡：局の＿つであ

　る．予価肯制所の申では籔も菌に（低手下）泣置し。

　可視筒回か蚤も多三三三河である。

　　耳券瘤追跡管制所×同か機能のペエ三星追跡装蓬、

　テ㌧タ・伝送装置褒び・レンジ：アンドレンジレート追回

　譲錆寄：の各設蒲斌整～衛されている。

ノの小笠原疸跡1所

　　本壷跡湘よ・〕姫原諸島の父鋤で位掻し．ロケッ

　トの平行安全め三二、打上げ中のロケソト・スエ噺

　星の動作め瞳視反び＼コケワド飛行デニ5ンの収集寄を

　行うでと歯冒的・としている。

　　このため、～コケっトテレズーダ受イ畜装置、・精測レ

ーダ装置保安用コマンド送搭装量等の各畿庸三三

蒲’さ，れている。　　　　　　’

のマーシャ）レ移動齪醐「

　　本蟷跡前ば、マーシマ）レ諸島クウ芸ぜリン島に・位

r仮レ）

＝
ぽ
■
「
≧
」
　
、
；
9
ー
コ


